
地方都市で実現する
みま～も・ぐんま

街の相談室アンクル

代表理事 河村 俊一



節目ごとに「出会った言葉」

ワクワクとドキドキ

行政でやっているの。

私は心配しなくていいんだね。

●●●●●●はじめてくれてありがとう。



節目ごとに「出会った言葉」

ワクワクとドキドキ



これから先
もっとたくさん応援してくれる
人が増えるよ！

まずは
ワクワクとドキドキだけ
考えてやってみな！

もう応援してくれる
人がいるじゃん。



取り組みの概要

①定期的なセミナー開催（今年度は２か月に１回） ※昨年は毎月開催

②会場：群馬大学太田キャンパス・太田医療技術専門学校を無償提供

③協賛企業や専門職が運営をサポート

④協賛企業と協働による地域活動

⑤みま～も・ぐんま＋街の相談室アンクル
１）見守りキーホルダー事業
２）健康マージャン教室 など



みま～も・ぐんま
事務局：街の相談室アンクル

本家みま～もの皆様協賛企業・団体の皆様

専門職の皆様

行政・社協の皆様 手芸サークルの皆様 健康マージャンの皆様

福祉大学生の皆様

セミナー参加の皆様



「本家みま～も」との相違点

本家みま～も みま～も・ぐんま

事務局 地域包括支援センター
一般社団法人

街の相談室アンクル

セミナー会場 協賛企業提供や文化施設
群馬大学太田キャンパス

太田医療技術専門学校

活動拠点 アキナイ山王亭（商店街内）
街の相談室アンクル

（病院敷地内）

見守り

キーホルダー
大田区の事業として実施

のれん分けの１つとして

アンクル独自実施



節目ごとに「出会った言葉」

行政でやっているの???



活動当初にぶつかった課題

◆セミナー開催の参加者が少ない。

◆見守りキーホルダー登録が思うように進まない。

◆活動をアナウンスする場が乏しい。 などなど



活動当初にぶつかった課題
◆とある民生委員さんの会議で、取組説明後に

「キーホルダーなんか配って何の目的？」

「あんた、何で飯食っているんだ。」

◆とある専門職から

「あの人、怪しくない？ケアマネとかでもないのにさ。」

必要だと思う活動を先行させた結果、活動の趣旨や

その意義の理解が得られず、課題としてぶつかる。



節目ごとに「出会った言葉」

私は心配しなくていいんだね。



独自の取り組みや工夫

• セミナー会場として大学や専門学校を活用
• 駐車場の確保（全国自動車保有率ＮＯ.１の群馬県）
• 市民活動グループとのつながり
（健康マージャン、手芸、男女共同参画、商店主など）

• 見守りキーホルダー登録の協力
市内地域包括支援センター ６か所/９か所中
活動趣旨を理解していただいた個人（３名）

• 地域の学校行事や市のイベントなどとセミナー開催
日が重ならないように日程調整。



直面している課題

• 車がないと訪れることがなかなかできない。
• まだ、知名度がない。魅力あるＰＲができていない
• 介護事業所などを中心に協賛企業に、みま～も活動の協力を
地域ごとに進めたいが、営利目的ではないかと思われてしまう。
無料のためか。

• 参加者から若い世代にも聞いてもらいたいと要望あるが、アナ
ウンスの機会が少ない。

• キーホルダ―事業については、賛助会費や法人の一部事業に
て運営をしているが、周辺市町の方からも登録を希望する声を
いただいているが、人員や書面管理など含め予算的な目途と
対応できる可能数なども見極めていかなくてはならない。

• 地域の皆さんのチカラを借りてというよりも、地域の皆さんと創
れるものから手作りしていくために必要とされる人とのつながり



節目ごとに「出会った言葉」

キーホルダーはじめてくれてありがとう。



これまでのすべてのご縁に感謝を申し上げます。ご清聴ありがとうございました。


